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味にテクストを理解する。この解釈は、5 巻 7 章全体のテクストと整合的だが、
「自然による正しさ」が上位規範としての地位を失うという欠点を持つ。他方、
「二側面」解釈では、「ポリスにおける正しさ」のあらゆる部分が「自然による正
しさ」と「協約による正しさ」の二側面を持っており、いずれか一方を欠いた規
定は存在しないと考える。この解釈に従えば、「自然による正しさ」は「協約に
よる正しさ」に制限を設けることができるが、テクストとの齟齬が生じる。 
 以上を踏まえて、本発表は「部分重複」解釈が最も説得的であると主張した。
この解釈は、「自然による正しさ」と「協約による正しさ」は「ポリスにおける
正しさ」においてそれぞれ固有の領域を持ちつつも、ある部分では重なり合うと
いう仕方で三者の関係を理解する。この解釈であれば、「自然による正しさ」の
上位規範としての地位とテクストとの整合性を両立することができるのである。 
